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1 99 0年度漁業経済学会(第37回大会)の

シンポジウムテーマ決まる

1990年度(第37回大会)シンポジウム　　　　　最近の西日本漁業経済学会---･･-･ 4

テーマ決まる　------ 1　　20周年を迎える北日本漁業経済学会- 6

シンポジウムの準備状況(大海原宏)-･- 1

第36回大会シンポジウムを開いて

(井手義則)-･- 2

事務局報告-･･-------･-･--･- 3
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会員動向･-･-･---･-･---･-- 7

第37回大会のお知らせ-･---･--･ 8

1990年度(第37回大会)のシンポジウ

ムテーマは『日本漁業の国際化一生産構造-

のイ/パクト　ー』と決定したC　4回にわたる

在京理事会での検討がおこなわれ『日本漁業の

国際化』をどのような視角からとりくんだらよ

いか,種々議論されてきたが, 1990年度(第

3 7回大会)では,生産構造への影響にスポッ

トをあて,水産物の需給構造(秋谷重男氏),

中小漁業経営の当面する問題(服部昭氏) ,漁

業労働力の需給構造(三輪千年氏) ,国際化へ

の政策対応(佐竹五六氏)などをサブテーマと

して,準備を進めることとなった｡コ-デネ-

クーは大海原宏氏である｡

第3　7回大会シンポジウム

ー準備状況について-

1 990年度第37回大会シ/ポジウムのテ

ーマ及び報告者等は在京理事会での準備作業を

大海原　　宏

-て次のように決まりました.
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>テーマ.'日本漁業の国際化一生産構造-のイ

ンパクトー

>報告者及び報告テーマ(仮題)

1)秋谷重男:水産物の需給構造

2)服部　昭:中′J＼漁業経営の当面する問題

3)三輪千年:漁業労働需給

4)佐竹五六:国際化への政策対応

>司会者:増田　洋,増井好男

>コ-ディネ一,JP-:大海原　宏

準備状況について若干の報告を致します｡

シ/ポジウム･テーマはすでに確認されてい

るとおり, ｢日本漁業の国際化｣とし,本年度

は生産構造の変化過程に対するそのインパクト

を検証することとなりました｡そこで, ｢再構

築をめぐる政策･運動論のあり方(片岡千賀之-

36回大会報告-)｣に加えて, 10年後の国内漁

業の存立構造を予見的に解明すること等を通じ

て,国際化の意味を再び問う,これが準備段階

での討議の集約点であります｡

第3 6回シソ71<ジウムを聞いて

のっけから私的なことで恐縮だが,ある人に

言わせると, /｣､生は,漁業経済学会の｢幽霊会

員｣であり,第2種兼業にも入らない｢第3種

兼業｣会員だそうである｡学会出席率は悪い,

報告はしない,漁業に関する研究論文は書いて

いない--｡確かに,無い無い尽しの足なし不

良会員なのは自覚している｡ ｢会費は納めてい

る｣などとかばそくつぶやいても,何の｢足し｣

にもならないこともまた自覚している｡

そういう小生に, ｢印象記を書け｣と言い残し,

長崎会場から東京-駆け上がって行った三輪千

年氏の大らかさは脱帽した｡そして,うかうか

と引き受けてしまった/j＼生に, ｢どんなことで

もいいんですから｣と優しい(?)催促電話を

くれた増井好男氏の,これまたまことに大らか

な言葉に感謝しつつ,幽霊会員の勝手な印象記

を書かせて頂くことにする.

今大会のシ/ポジウムは, ｢日本漁業の国際

と流通･消費構造の変化｣が統一テーマであっ

た｡現在の日本経済のキーワードのひとつ｢国

際化｣が取り上げられたことは,時宜に適って

いるとともに,漁業分野にとっても緊急かつ必

然的な検討テーマであったと思われる｡もちろ

ん｢国際化｣それ自体は,漁業にとってけっし

て目新しいことではない｡しかし,テーマの副
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長崎大学　井　手　義　則

題に示された"円高問題"という極めて現代的

課題の日本漁業との関連,現実に生じている輸

入増大を始めとする諸問題の検討,さらに漁業

構造変容の見通し等々に,テーマ設定の緊急性

が示されていたと思われる｡

'｣＼野征一郎,多屋勝雄,慶喜勝治,篠田英嗣

の4氏が報告されたが,大会第1日目の一般報

告での,鈴木旭,田額二行男,山本忠の3氏によ

る研究発表も上記テーマと直接関連するもので,

シ/ポジウムでの活発な論議を予想させるもの

となっていた｡

小野報告は,テーマ設定の背景は,日本農業

経済学会での｢農業の,国際的視野での位置づ

げと国際的調整の重要性｣という認識と共通な

ものだとして,漁業でも農業同様の問題意識か

らの出発を強調され,モノ,カネ,ヒトの3側

面に漁場利用問題を加えて,国際化をトークノレ

把分析された｡

多屋報告は,円高が水産物需給構造に及ぼす

影響智,さまざまな要因や条件の絡み合いを解

きほぐしながら,漁業全体と主要魚種について

詳細な資料を駆使しつつ報告された｡供給条件

変化-の漁業経営の対応についての分析を,輿

味深く開かせて頂いた.

贋吉報告は,水産物貿易について,輸入問題



把焦点を当てつつその構造的特質を明らかにさ

れた上で,自由化や円高のうねりがもたらして

る変化,それをふまえた新たな課題や将来展望

についての多面的な分析であったが,水産業を

めぐる保護主義や産業政策上の位置づげについ

ての虞吉氏の視点提示は大変重要だと思われたC

溝田報告は,上記3氏の報告を更に具体化し

て,国内水産物供給起点の産地市場すらが,円

高による水産物輸入増大(構造化した水産物輸

入)下に組み込まれつつある状況を,西日本市

場を主対象に詳しく報告されたo産地市場の特

性を生かした国際的産地市場化,との問題提起

は,今後の日本漁業国際化対応-の重要な起点

を提示されたように感じた｡

以上4氏の報告をめぐって活発な議論が展開

されたのだが,日頃の蓄簾に欠ける小生には,

報告に耳を傾け,資料を追い,討論の薪道をメ

モするのが精一杯であったo　その中で個人的に

興味深く開かせてもらったのは,漁業にとって

の国際化とは何か,漁業の再編や転換期とはど

こが異なるのかという根本問題をめぐる議論,

農業との比較で,漁業は構造変化にまで至って

いないのではないという,国際化と漁業構造変

事　　務　　局

★在京理事会報告(1) (1989.10.27)

1.次期大会のシンポジウムのテーマ設定

大海原宏氏から企画案が提出され,検討され

たが,結論にいたらず,次回の理事会で検討す

ることとなった｡

主要な議論は, Eg際化の構造的影響,国際化

の内容の変化と構造変化との関ありについての

分析視角,前川レポートに対抗できる論点の提

示,漁業労働力の不足と技術問題,国際化の動

きを短期変動でなく, 1 0年後の変化としてど

うとらえるか,国民経済の中での漁業の産業的

位置づげ,など多岐にわたるものであったo

化との関連をめぐる議論,等であった｡その程

度の,内容理解に欠けた者が,注文をつけるの

は大変おこがましいのであるが,最後に2, 3

の勝手な言い草をお許し頂きたい｡

一つは,国際化をめぐる論議の際の概念規定

について,であるo例えは,r=国間貿易｣ ｢輸

入代替｣等について,フロアを含めた討論者間

の認識にずれがあったようである｡些細なこと

かもしれないが少々気になったo

二つ目は,報告者,コメソテイク一,司会者

の間にテーマ認識上のすれ違いがあったのでは

ないか,ということである｡報告者の問題提起

が生かされず残されたままになったものがあっ

たような感じがしたのだが---0

三つ目は,次回大会-の期待である｡統一テ

ーマが継続されるとのことで,すでに在京理事

会でその内容を検討しておられる由であるが,

モノ･カネとともにと卜の国際化(築地近くの

仲卸会社では,外国人労働者が冷凍マクロ解体

作業に従事していると開く)も進行している中

での,このテーマの継続は,大変意義深いもの

と考えられるからである｡

報　　告

2.学会財政の現状

収入については,会費納入を早い時期に請求

したため,納入状況はよくなっている｡日本学

会事務センターで学会誌を買上げたため,予算

をこえる収入があった｡今後は寄付金,ボーナ

スカンパ,などによる収入増を図ってゆきたい｡

支出については,学会誌をすでに2冊刊行し

ている｡本年度大会特集号は近日発行予定(こ

の短信発行以前にお手元に届いている)である.

今後は,短信の発行費用,通信費,会議費など

の支出がみこまれるので,これらの支出増によ

って,財政はきびしくなることが予想される｡
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したがって,今後は各種の支出の節約をはか

るとともに,カ/メ,会費請求などの増収努力

が必要である｡ (ボーナスカンパを依頼してお

りますのでご協力下さい) ｡

3.学会誌の印刷会社の件

北日本漁業経済学会誌『北日本漁業』を発行

している印刷会社から,引受けたいとの打診が

あるが,加瀬氏がコストやサービス面をくわし

く聞くこととなった｡

★在京理事会(2) (1989.12.6)

1次期大会のシンポジウムテーマ

大海原宏氏に原案を再度提出してもらい,検

討した結果, 『日本漁業の国際化一生産構造

へのインパクト　ー』というテーマで実施する

ことに決定したo　とりあげる内容は,水産物の

需給構造,中小漁業経営問題,漁業労働力の需

給構造,国際化-の政策対応,などである｡コ
-デネ-クーの大海原宏氏を中心に準備作業を

進めることとなった｡

2.学会誌に掲載された論文の著作権の帰属につ

いて

学会誌に掲載された論文の著作権は漁業経済

学会捌希属すること,ただし,著者の意向に反

しないものとすること,について種々検討され

たが,このことを投稿規定に明記し,事務的に

は全国理事会での報告事項として処理すること

となったo　日本複写権センクーに委託すること

についてはh継続審議とすることにした｡

★寄贈文献の紹介

串学会事務局に,次の文献が寄贈されました.

お礼とともに報告いたします.

文献名　　　　　　著者名　　寄贈者

｢日本全国書誌｣　　　国会図書館　同左

一逐次刊行物の部-

｢水産資料四季報｣　水産庁資料館　同左

｢漁業経営調査報告　大喜多甫文　同左

書　釧路水産部｣　釧路水産部土屋隆弘

｢私の屠寵14,15｣　浅野　長光　同左

★ボーナスカンパの報告(第一次分)

過日, 1989年度ボーナスカンパを行いま

したところ, 1 8名の会員各位よりカンパが寄

せられました｡ありがとうございました｡さら

にカンパは2月いっぱい受け付けますのでよろ

しくお願いいたします｡

募金者数　　1 8名

募金者氏名(順不同　敬称略)

溝　田　英　嗣　　　片　岡　千賀之

益　田　庄　三　　　島　　　秀　典

鶴

虞

正　裕　　　大　島　嚢　二

勝　治　　　岩　崎　京　至

篠　　　半　吾　　　長　浜　真　一

′｣＼熊　辰　雄　　　吉　田　泰　治

増　田　　　洋　　　大海原　　　宏

米　田　一二三　　　上　田　不二天

石　原　義　剛　　　増　井　好　男

*ご協力ありがとうございました｡

なお,会費かボーナス･カンパかの明記のな

い方については,会費納入状況と照らして判断

させて頂きました｡従いまして,募金をされた

方でもお名前の載っていない方,また,会費を

納入したつもりで募金者とされている方がおら

れるかも知れません｡その際は,事務局までお

知らせ下さい｡

最近の西日本漁業経済学会

出張から帰ると原稿依親の手紙がきていた｡

西日本漁業経済学会の最近の状況をまとめるよ

にとのことC (西日本)漁業問題研究会の間違
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いかと思ったが,そうでもないらしい｡学会の

機関誌に他の学会の紹介を載せるとは,理事で

もなければ事務局でもない小生にお鉢がまわろ

田

　

富



うとは信じがたいが,気楽に書けということか

とも思い,駄文をろうすることにした｡ちなみ

に学会事務局は近畿大学が3年間の重責を果た

し,現在長崎大学水産学部に移っている.

会員は2 20-23 0名で,横這い状態であ

る｡ ｢高齢者｣の脱退を上回る若手の加入はあ

るが,若手は大学院生が多く,就職いかんでは

脱退していくから横這いなのである｡会費がデ

ィスカウントされる若手の比重が高まると財政

的には苦しくなるとしても活気がでてくるので

好ましい.会員は西日本だけでなく全国にまた

がり,北海道や約束の人もいて漁業経済学会の

それとかなり重複している｡韓国を始めとする

外国人もいたり,水産団体,行政,教育機関の

人も多く,幅広く,かつ漁業問題の現実を踏ま

えているのが特徴といえよう｡地域の人達と交

流を決めることがこの学会の目的でもある｡

大会は年1回,秋に西日本各地で開いているo

学会発足から3 1年経過したので, 2巡目ない

し3巡目に入りつつある｡ 3 1回大学を開催し

た鹿児島県にとっては3回目で,過去2回は鹿

児島市で実施したが,今回は坊津町で開いた｡

各地で開催し,懇親会もあり,エクスカーショ

ンもあるので,古参会員の中には香住のカニが

うまかったとか,下関大会に参加できなくてフ

グを食べ損ねたとか,徳島県にはまだ行ったこ

とがないから是非そこで大会をやろう,なんて

ことが話題になったりするC会員相互も和気あ

いあいといったところである｡もちろん,大会

自体は真面目にやっており,個人報告やシンポ

ジウムは活発に行われている｡個人報告は毎年

12-1 3位あり,うち3-4つは地元関係者

が報告している｡シンポジウムのテーマは,開

催県の会員が中心となって理事や地元関係者と

相談し,地元の抱えている課題を踏まえて決め,

適当な人に報告を依頼している｡最近5ヶ年の

開催地とシンポジウムのテーマは以下の通りで

ある｡

1985年　高松市　沿岸漁業の見直し

1 986年　香住町　沖合漁業の諸問題と再

編課題

1987年　鳥羽市　養殖業をめぐる技術と

経営

1 988年　福岡市　水産物付加価値向上に

おける諸問題

1989年　坊津町　漁業再編下における地

域漁業の課題

詳しくは,創立3 0周年記念ということで出

版された｢転機に立つ日本水産業｣ (九州大学

出版会, 5,500円)に学会の歩みが収録されて

いるので,参照されたいC　それにはシンポジウ

ムのテーマや個別報告が網羅されており,社会

経済の推移に伴ってどのような課題が設定され,

どのような地域の漁業問題がとりあげられてい

るかが一目瞭然である｡近年は,地域漁業の振

興方向をめぐる議論が中心となっている｡

さて,学会が抱えている悩みもいくつかある｡

そのベースは会員が少ないことであるo会費だ

けでは大会の開催や会誌出版などの費用が十分

まかなえないことから開催地で協賛金を募って

いる｡水産をとりまく環境が厳しいといいなが

ら地元に負担をかけるのは心苦しいし,現地の

事務局も大変であることから,会費を据え置き

にして大会をなるべく簡素にする方法が模索さ

れている｡また,シンポジウムのテーマ設定も

地域の問題にも触れながら個別事例に埋没しな

いような工夫や適当な報告者を摸し出すことも

大きな課題であろう｡

今回の坊津大会の開催を手伝って得た感想を

述べておこう｡

(1)事務局からは各府県の水産課や漁連,水産団

体へ,県下については我々から会報や大会案内

状を送付することによって,いろいろな方が出

席してくれたo水産経済の仕事に携わりながら

学会があることを知らなかったりするので,活

動内容を知らせたり,参加する機会を提供する

ことが重要だろう｡

(2)大会期間中に地元の人と会員とで談話会を行

ったo多くの人が参加したが,肩肘はらずに酒

を少し飲み,称土料理をつまみながら活発な意

見交換ができた｡この学会は,そうした陶係者

の悩みに応えていく,悩みを共有することも便
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命であろう｡最初の試みだったので,不十分な

点はあっても,凍み重ねによって｢炉端懇談会｣

のノウノ､クを蓄積できるのではないか｡もっと

ち,事務局の苦労は増すだろうが｡

(文責　片岡千賀之)

｢2 0周年を迎える北日本漁業経済学会｣

北日本漁業経済学会は,今年度第2 0回大会

を迎える｡本学会は, 6 0年代の｢高度成長｣

経過し,物価問題,公害問題等の経済の｢ひず

み｣が頗在化した時代に創立された｡また,日

本漁業においては一方で魚価上昇に刺激された

生産拡大と他方で工業地帯の拡大,原発立地に

よる沿岸漁場の縮小傾向の下で構造的変化が進

行していた時期でもあった｡

こうした状況の下で北日本漁発煙帝学会は,地域

の漁業者および研究者と密着した調査研究活動

把基づく議論を進めてきた.それは,その間の

シンポジウム･テーマを列記すると一目瞭然で

ある0　7 0年代は,地域開発,公害問題に関す

るテーマが圧倒的に多い.

しかし, 8 0年代に入ってからは様相が一変

する｡漁業管理,漁協の機能についてのテーマ

が多くなり,沿岸漁業の再生が議論の中心にす

えられる｡こうした点は,北日本漁業経済学会

が,漁業現場の直面していを問題を学会テーマ

とするという創立以来の伝統に基づくものであ

るoそうした意味で学会における議論的な詰め

が弱いとの批判もあるが,同時に問題に関する

各地の典型的な事例を集約し,議論してきた功

績も大きいと思われる｡

このような本学会の行方は,当分変らないで

あろうが,今は漁業がおかれている状況を考え

ると事例研究にだけ止まっているわけにはいか

ないことも確かである｡生産現場に立脚した漁

業の在り方を,日本経済との係わり,そして世

界的枠組みのなかで,考えることが重要となっ

ていよう｡

そうした課題を意識しながら第2 0回大会は

以下のテーマでシンポジウムを行う｡

テーマ1･イカ漁業を巡る諸問題と将来展望

21大型産地における流通･加工を巡

る諸問題と将来展望

このテーマは,開催地八戸市の漁業と地場産

業を考慮したものであるが,イカ漁業の報告者

にはアルゼンチンの研究者も加わり,多少国際

的な性格も付加されるoいずれにしても,北日

本という地域学会としての役割を果たすととも

に,内容は日本的そして世界的視野に立った報

告討論を目指したと念願している｡

1990年1月19, 20日(金,土)八戸

市水産会館に多くの方々が参集されることを期

待している｡

(文責　北日本漁業経済学会事務局

増田)

国際漁業研究会の動向

国際漁業研究会は, 1985年5月31日に

日本大学経済学部で第1回定例研究会を開催し,

正式に発足した｡ 『国際漁業の研究』を第3号

まで発行している.第4回の研究会はエビ漁業

をテーマに2日間にわたって, 9つの報告がお
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こなわれたが,印刷物としては未刊にとどまっ

ている｡

1 98 9年1 0月の舞5回定例研究会では,

発展途上国における沿岸漁業の管理問題(千国

史郎),諸外国のサケ･マス養殖争情(,j､松達人)



ポリビャ,ペルーの水産事情(小野征一郎)の

報告がおこなわれた｡

『国際漁業の研究』は休刊となっているが,

｢会員の研究成果は,海外漁業協力財団の刊行

物に掲載されることとなっ孔､るo

国際漁業研究会(会費は年間3,0 0 0円)の

活動は新たな時代の課題を背負って継続してい

くことになろうo　　　　　(文責,増井)

復刻本　の紹介

東洋捕鯨株式会社　編　明治期　日本捕鯨誌

本書は明治4 3年に東洋捕鯨株式会社窮『本

邦の諾威式捕鯨誌』として発行されたものを全

面的に複写再生を図ったものである｡原書はノ

ルウェー式捕鯨業の全般的概説を意図しつつ,

編算された社史であるが,周知のように,東洋

捕鯨は前年(明治42年) ,さまざまな問題に

対処する為当時の大手捕鯨4社が合同して設立

されたものであり,当時の急速な発展期から欄

熱期にさしかかっていた斯業を取り巻く歴史事

情が読みとれる｡明治期漁業近代史を考究する

に不足のない資料である.原書は希書でありパ

カバカしい骨董的価格でしか入手しえないので,

研究するものにとってまことに有り難い企画と

いえる｡

本復刻本は｢西日本鯨研究会｣ (事務局,水

産大学校)を主宰する会員有志の活動によって

上梓の運びとなったと聞く,敬意を表する次第

である｡　　　　　　　(東水大　東書記)

発行所　マツノ書店　　頒価　5,000円

〒745　徳山市銀座2-13

(ⅧL 0834-21-2195)

会　員　動　向

>入会者

アブドイルモネイム　マノ､モド

北海道大学大学院

(住所)上磯郡上磯町七重浜卜1 0-33

アーバン谷404(0138-49-0483)

ジョン　アブロール　　　　北海道大学大学院

(住所)函館市的場町9-23

大興マンション102

吉　田　泰　治　　　　　　農業総合研究所

(住所)横浜市港南区港南4-6-1

港南中央住宅5-506

(電話) 045-845-2624

>退会者　　　　　■物故者

五十嵐　　　暢　　佐　藤　　　栄

'｣＼沼　　　勇　　田　畑　喜代男

添　田　秀　男　　西　村　章　作

菅　原　洋　一

>住所変更及び職場変更(訂正分)

石田　正昭　津市観音町403-2

石原　義剛　鳥羽市浦村町大吉1731-68

(電話)　0599-32-6006

大島　嚢二

蔭山　純由

外聞　源治

田平　紀男

張　　瑛秀

(電話)

土井　仙吉

(職場)

中居　　裕

永野弥三雄

根本　甚市

服部　　昭

(電話)

苫田　悦造

(電話)

蓑田　瑞穂

(職場)
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帝塚山学院大学

高知県水産局水産課

広島市佐伯区千同一丁目913-3

890-01

東京水産大学国際交流会館407号

03-450-6235

福岡市城南区鳥栖5-14-27

亜南学院大学(092-841-1311)

下関市稗田中町5-33-502

浜松大学

那珂湊市磯崎町3677- 1

八戸市大字田面木享赤坂7 - 5

0178-46-0857

187/｣､平市階田町262-22

0423-24-5990

891107揖宿都議娃町牧の内2000

頴娃高校



第3 7回漁業経済学会大会のご案内

1 9 9 0年度(第3 7回)漁業経済学会を下　　コ一一デネ-クー

記の要領で実施いたしますので,多数の会員が

参加されますようご案内いたします｡

1.大会日程

平成2年5月26日(土)～27日(日)

2.大会会場

東京水産大学

(〒108　東京都港区港南4丁目5- 7 )

電話　03-471-1251

3.大会参加費用

大会参加費　2,000円(当日会場にて受付)

懇親会費　　未定(当日会場にて受付)

4シンポジウム(5月27日)

『日本漁業の国際化
一生産構造-のインパートナー』

大海原　　　宏(東京水産大学)

司　会　増　田　　　洋(北海道大学)

増　井　好　男(東京農業大学)

テーマ及び報告者

(1)水産物の需給構造

秋　谷　重　男(埼玉大学)

(2)中/｣＼漁業経営の当面する問題

服　部　　　昭(八戸大学)

(3)漁業労働力の需給構造

三　輪　千　年(海上労働科学研究所)

(4)国際化-の政策対応

佐　　作五六(海外漁業協力財団)

5個別報告(5月2 6日)

◎第37回大会-の一般報告の募集!いますoテーマが決まりしだい学会事務局に4 

第37回大会は,東京水産大学で5月25日,月10日必着でご一報下さいo 

26日の両日開催することで準備が進められて会員各位の多数の応募を期待しています! 

います○つきましては,一般報告の募集をして 

学会短信ノ侮59 

1990.1 

事務局 

〒108東京都港区港南4-5-7 

東京水産大学内 

電話03(471)1251 
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